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1 はじめに 
コンピュータを使う演習において,	 受講者が

困難に直面している操作を特定する問題がある.

そこで,コンピュータで扱った情報の検索システ

ムがある[1],[2].しかし,そこに含まれるものが

図形として表示される場合,既存のシステムでは

対処できない.そこで本研究ではコンピュータの

画面と,操作履歴を蓄積し検索できるシステムを

構築した.[3]〜[7].関連するシステム[1],[2]で

はユーザアクション,ファイルや時間に対して検

索を行う.これに対し本システムでは索引となる

テキスト情報を OCR 処理で取得する.これにより

操作画面イメージを検索でき,図形として表示さ

れた文字であっても検索できるようになった.	 

2010 年度版の検索システムでは,見つけたい情

報を知るために検索を行うと,検索結果とその直

前に行った操作画像と,その直後に行った操作画

面が提示された.しかしながら,2010 年度版のシ

ステムでは操作を行っていることは判断できて

も,操作中に困難な表情をしていたか判断するこ

とが出来ない.例えば,生徒が同じような操作を

繰り返している時,生徒が問題を解くために努力

しているのか,困っていて適当に操作しているの

か判断することが出来ない.しかし,これらの問

題は表情で判断することができる場合が多い.そ

こで本研究では,検索した結果に対して学生の顔

画像を提示することで学生が過去にどのような

表情をしていたかわかるシステムを試作した.	 

2 検索システムについて 
2.1 検索システムの基本コンセプト 
基本コンセプトとして,見つけたい情報に関す

るキーワードを入力すると,見つけたい情報を含

む画面イメージを結果として表示する.過去の作

業状況(操作画面イメージ)を結果として,視覚的

情報化から断片的な記憶(キーワード)により,見

つけたい情報を知ることができる.	 

2.2 2010年度版の検索システムの構成要素 
システムは監視対象と監視側,および検索者に

分かれる(図 2).監視対象にはオペレーティング

システムの操作履歴を記録する操作ハンドラー,

および操作画面を保存する画面ハンドラーがあ

る.これらはすべて監視側のサーバに送信される.

監視側ではこれらの情報を保存する.受信した操

作画面イメージは OCR エンジン[8]と検索エンジ
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図 1	 2010 年度版システム	 

図 2	 2010 年度版システムの構成	 

図 3	 操作画面イメージの取得方法	 
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ン[9]を利用しキーワードでの検索を可能にする.

検索インターフェースは検索者に対して検索結

果の操作画面イメージと,操作履歴に基づき前後

の操作があった時間の操作画面イメージを提示

する(図 3).また,操作画面には検索補助として検

索結果から前後 3 分の操作画面イメージを表示

している.	 

3 2011年度版の検索システム 
2011 年度版の検索システムの構成は図 4 であ

る.本研究では顔画像の取得と検索インターフェ

ースを追加した.	 

顔画像の取得では,新たにユーザの顔画像を取

得する撮影装置を追加した.撮影装置は一般的な

Web カメラを用いた.撮影した画像はサーバへ蓄

えられ検索結果に併せて検索結果の時間の顔画

像が適宜選択され提示される.顔画像は検索結果

の日時からその直前の顔画像を提示する(図 5).	 

次に検索インターフェースの追加では,顔画像

を提示するにあたり,インターフェースを改良し

た(図 6).2010 年度版のシステムでは,検索結果

に提示するファイルの探索をファイルのリスト

から行っていた.しかしながら,本研究で新たに

顔画像を追加するにあたり,ファイルへのアクセ

ス回数が増加した.そのため 2010 年度版の手法

ではアクセス速度の低下を引き起こさないため

データベースを作成しその中に対し,ファイルの

パスやユーザ名を格納した.そのため,以前のシ

ステムでは 1ms 前後かかっていた検索速度

が,0.1ms 前後まで改善した.	 

4 今後の課題 
現状,システムは動作しているが,評価実験に

は未着手である.したがって,今後の課題は表情

の情報が有用かを確かめることである.	 

5 終わりに 
2010 年度版のシステムに顔画像を組み合わせ

る検索システムの試作を行った.本システムによ

り検索対象としているユーザの様子を検索結果

として得られるようになった.	 
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図 4	 2011 年度版システムの構成	 

図 5	 2011 年度版システム	 

図 6	 顔画像の選択方法	 
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